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ウランバ トル 市を起点とした調査地域における植物種は 科 属 種であっ
た 優占種はキク科 イネ科 バラ科 アカザ科であった 採草地では多様な植生が認められた北西地域で
は 科 種の種類が観察された 放牧地では 科 種の多様な例やイネ科とキク科に偏った 科 種
の例など地域によって植生は異なっていた 放棄畑地では 科 種や 科 種から 科 種など放棄
後の年数や年次により植生は変化していた 植物種は採食嗜好性の低いキク科やアカザ科が優占種であっ
た 北西地域の放棄畑地においては 年の 科 種から 年の 科 種に変化していたが 家畜放
牧に適した草原植生には回復していなかった
北西地域草原の乾物草量 は南西地域および南東地域に比べ有意に高く
最も低い地域は南東地域 であった マメ科灌木の ハルガナ
を草資源として考慮に入れた場合には 南西地域の草量は増加し 北西 北東 南西地域と南東
地域間に有意差が認められた 年次間では 年の乾物草量 が最低
年が最高 となり 年および 年と他の調査年との間には有意な差異が認
められた
採食嗜好性は イネ科の植物に対する嗜好性が高く 最高評点の スコアの植物が 種類認められた
キク科ではヨモギの一種 アイギ が全家畜で最高スコアで
あった マメ科灌木の ハルガナ に対する家畜の採食嗜好性はラクダ ヤギ ヒツジでは スコアと高く
このマメ科灌木は南西地域における重要な飼料植物資源であった 家畜の採食移動距離は年次や地域の草量
状況により変動するが ウマ 夜間 は 分であった 草量の豊かな地域では同じ場所を重複移動し
ていたが 南西部 地点 の草量の乏しい時 年 は重複移動が少なく平坦に移動していた 一方
ヤギの場合は昼間放牧であったが 採食移動距離は 分でウマより長かった
モンゴル草原 放棄畑地 植生保全 採食嗜好性
の都市への移動や経済性の高い家畜種 カシミヤ用ヤギな
ど への偏りを助長し その急激な変化は家畜種の構成バ
モンゴル国の畜産は 世界の代表的草原地帯の広大な牧 ランスを崩している それに加え もし牧野の草量の許容
野を利用した遊牧形態をとっている 昔から 畜と総称さ 範囲に見合った適正飼育頭数 牧養力 を超えることが長
れるウシ ウマ ヤギ ヒツジおよびラクダの生産物は 期間続くならば 過放牧となり牧野は痩せて最終的には沙
農業生産物全体の約 年 に達し 牧畜人口 漠化が進行すると考えられる 牧畜業は牧野を利用してい
は 就業人口の約 年 を占める るために自然災害がその生産性に直接的影響を与える 現
また モンゴル国では古来より家畜の遊牧を通して豊な 実に 年冬季には 草原の冬草が約 以上
植生が維持され オ ガニックな畜産物を生産してきた の積雪に埋まるために発生する飼料飢餓といわれるゾド
各地域における多様な植生は家畜飼育頭数を取り巻く環境 雪害 によって約 万頭の家畜が餓死 凍死した さ
がこの十数年で急速に変化し 牧野の植生保全に影響を及 らに 年の冬季には 約 万頭の家畜がゾドで凍死
ぼすことが懸念されている すなわち 年からの民 した この原因の一つには 草原の牧養力を超えた過剰
主主義体制への移行と市場経済への転換により国民の経済 な家畜飼育頭数が起因していると考えられる
活動や生活様式などが変わった 市場経済化は 遊牧民 特に 人口密度が高く経済の中心地である
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ウランバ トル 市 年では 全人口の約 が居 における ケ所 図 の植物の種類 乾物草量 並びに
住 の周辺地域では 遊牧形態が薄れて搾乳用牛を飼育す モンゴル国の既報デ タから採食嗜好性
る定着型の牧民が増加している さらには 表 を調査した 調査地域は 市を起点
市の北部は山岳森林ステップ地帯であるが 降水量が比較 に北西 北東 南西および南東の 区に分け 図 植物
的多く 河川が多くあることから大規模な耕種農業地帯と の種類とその採食嗜好性を調べた 植物の和名が不明な種
なっている 牧野が耕作地へ転用され数年後には放棄さ 類が多いため モンゴル語の呼称を カタカナ のように
れ また 市郊外では換金作物用農地や商工 表記した 年度からは 前年度までに調査していた地
業施設が増加し 年頃に比較して遊牧に適した牧野は 点 を再度調査した 調査
減少している 市周辺の土地利用は今後さら 地点と 市との方角 距離関係は 南西地域
に多様化すると思われる これらのことは 薄い表皮のよ 県の 地点が約 で最も遠い西端に 同
うなモンゴル草原を悪化させる要因となる 牧野の植生が 地域として区分した 県の 地点が約
悪化すればモンゴル国における遊牧を基本とするオ ガ で最も南端に位置した 北西地域 県の 地点が約
ニックな畜産物の生産力を低下させ 経済基盤を脆弱にし で最も北端の調査点で 北東地域 県の 地点
てしまう が約 で最も東端に位置した 南東地域 県の




が極めて重要なことである そこで本研究では 経済 流
通の中心である 市の周辺 つの地域 北西
北東 南西 南東地域 における植生を広域的に把握する
ために 草量と植物種を調査するとともに 家畜の野草に
対する採食嗜好性を調べた
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本報告では 各地域において植物種類が最も多く観察さ 察でき 優占種はキク科 アカザ科 イネ科で そこの乾
れた科を優占種として扱った また 植物の種類数につい 物草量 ハルガナ を含まない は で
ては上記地域内において 年から家畜構成などの目的 あった 表 と表 この地域に多く自生しているマメ科
の調査していた時に観察した種類を 年 年の 灌木の ハルガナ
デ タに加えて表示した がラクダ ヤギ ヒツジなどの飼料資源として嗜好性が高
草量は調査区域内の 区画を無作為に ケ所選択し く 量的にも豊富であり 灌木で群落を形成することから
て 刈り取り後に秤量した 乾物草量は赤外線水分計 乾燥地帯の風食を防ぐ役割を持つ極めて重要な植物であっ
株 ケツト科学研究所製の で水分含量を計測し た 表 我 は ハルガナ 群落地域の野草の化学成分
て算出した 家畜の採食移動距離は 装置 は栄養学的に優れているとのデ タを得ている 未発表
社製 を用いて測定した ウマは夜間 ヤギは昼間 すなわち 粗繊維が少なく 粗タンパク質 粗灰分
に測定した 統計分析は の多重範囲検定法で行っ 値が高く 柔らかな野草が多いことを認めた 乾燥地域の
た ハルガナ は大気中の窒素固定菌と共生関係を持つ植物
なので 周囲の野草植物への窒素供給源として重要な役割
を果たしているものと推測された その ハルガナ を草
年から 年まで 県 本に加えた場合の乾物草量は であっ
た 南東地域では 科 属 種の植物が観察でき 優占
にわたるデ タを集積すると植物種数は 科 属 種はキク科であった 表 と表 地域のうちで 南東
種であった 優占種は キク科 属 種 が 地域の植生が最も貧弱で その乾物草量は
最も多く 次いで イネ科 属 種 であった 表 ハルガナ を加算しない場合には
アカザ科 属 種 マメ科 属 統計学的な有意差が北西地域と南西地域および南東地域間
種 バラ科 属 種 キン に認められた 北西地域と北東地域間では
ポウゲ科 属 種 シソ科 属 種 およ 前者の草量は高かったが 統計学的には差異が認められな





表 表 に示した また 地域を特徴づける優占植物種 夏放牧地 と 年 地点 におけ
と各地域の草原の乾物草量を表 に示した まず 北西地 る乾物草量がそれぞれで と
域では 科 属 種の植物が観察でき キク科 イネ で 草量が多い年と位置付けられた 一方
科 バラ科が優占種で その地域の乾物草量は 年 地点 と 年 地
であった 表 と表 この地域の採草地 点 がそれぞれ と で
の場合は 科 種の種類が観察され多様な植生が 最も草量の低い年であった また 年は草の水分含有
保全されていた 放牧地 では 科 種 率が最も高い年で 次いで 年と 年が高かった
の多様な例やイネ科とキク科に偏った 科 種の例など 逆に 年と 年は 草の水分含有率が最も低い年で
調査地点によって植生は異なっていた 放棄畑地 あった 表 調査年次におけ 市の降雨量
では 科 種や 科 種から 科 種など放棄 をみると 年 が最も多く 次いで 年
後の年数や年次により植生は変化していた また 北西地 であった 一方 最も降雨量の少ない年次は
域の放棄畑地 では 年は 科 種であったが 年 であった 統計学的には 年お
年では 科 種に変化していた しかし そこでの よび 年の乾物草量と他の調査年との間には有意差が
優占種は採食嗜好性の低いキク科植物であり 家畜放牧に 認められた
適した草地には回復していなかった 放棄畑地の植物種は 採食嗜好性からみると キク科のヨモギの一種 アイギ
一般的にキク科やアカザ科の採食嗜好性の低い種類が優占 に対しては全家畜で高い嗜好性で
的であった このような放棄畑地の利用としての提案であ あった ヒゴタイの仲間にはウマが高い嗜好性を示す種
るが この地域は首都 と第二の都市 もあったが 一般的にはキク科植物
に近く幹線道路が整備されているので 主要都市 に対する家畜の嗜好性は低いものであった 逆にイネ科の植
における屠畜の一時集積地として活用されるならば有機物 物に対しては 高い嗜好性が認められ 最高評点の スコア
が集中的に投下でき放棄地の地力回復に貢献できると考え の植物が 種類認められた
る
北東地域では 科 属 種の植物が観察でき 優占 このうち 種類
種はキク科で その乾物草量は であっ が北西地域で観察され この地域には多様性に富んだイネ
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は 倍 南西地域の南端 県で




県で 南部と東部の地域に属していた 他の県は 倍か
ら 倍で 最も高い 倍の県は で
南西地域の県であった 全体では 頭
年 から 倍の 頭 年 に増加した
モンゴル草原の家畜の飼育許容範囲は 万頭と言われ
ている 年以降増加し続け 年には 倍にも増
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Vegitation and palatability to animals
in Southeast region
Arhangai
. , . Dundgovi
. , . Tov





















+ /2 , 3+, / +*-
* +- , +*3 0 +*-
+ 12 , 0,0 0 +*- + /+ , +2- ,
+*- + -0 --+ , +*-
+ /+
, *2 , *2
, /.,1 1 +*- ,**-
+ /2 . *,0- 2 +*- ,**1
, /**












掘田あゆみ よく死んだよ 今年は 年モンゴ
ル ゾドの現場から 生き物文化誌学会
頭 から明白なこととなった 差異が認められた 採食嗜好性は イネ科の植物に対する
家畜の採食移動距離をウマとヤギで測定した ウマの場 嗜好性が一般的に高く 最高評点の スコアの植物が 種
合には草量と移動距離との間に相関は認められなかった 類認められた
平均移動距離は ウマでは で ヤギで
は で ヤギは草量が少ないと移動距離 家畜の採食移動距離は年次や地
が多くなる傾向にあった 表 各家畜は基本的には採食 域の草量や植生状況により変動していたが ウマ 夜間
嗜好性の高いイネ科 マメ科やキク科などの植物を求めて は草量の豊か地域では同じ場所を重複移動していたが 草
行動する ウマは豊かな草量の地域では同じル トを重複 量の乏しい時には重複移動が少なく平坦に移動していた












低い地域は南東地域であった しかし マメ科灌木の ハ
ルガナ を草本資源として加えた
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OKOHAMA HIMADA EKIYAMA
OMBOJAV RIUNSREN
: In Mongolia, diverse grassland vegetation and organic animal products have been main-
tained or produced by grazing livestock. However, desertiﬁcation caused by the development for
arable land as well as over-grazing has recently become a concern. Therefore, to clarify the present
conditions of plant resources in each region around Ulaanbaatar, we studied the relationships among
vegetation and standing crop (DM), species, palatability and distances of nomadic movement of
livestock.
Plant species observed in each region around Ulaanbaatar were species of genera from
families. Dominant plant species were Asteraceae and Poacaee. In the northwest region (plot C- , S),
meadows showed diverse vegetation in general, and we could observe species of families.
Pasture had a variety of vegetation in each region (plot B- , C- , Q, T) including species of families
or species of two families biased towards Asteraceae and Poacae. Regarding the abandoned
cultivated land (plot B- , B- , R), the vegetation varied remarkably from species of family and or
species of families to species of families with time and rainfall after abandonment. Asteraceae
plant, which has low palatability, was the dominant species in these areas. In the abandoned
cultivated land (plot R) in the northwest region, plants of species of families were observed in ,
and in species of families, but the region had not yet recovered as good pasture for grazing
livestock.
Standing crops (DM) ( . . g/m ) in the northwest region were signiﬁcantly greater than in
the southwest and southeast regions (p . . ). Standing crops in the southeast region showed the
lowest value ( . . g/m ). When data on Caragana of Fabaceae plant ( ) was
added, plant matter in the southwest was increased signiﬁcantly, while that in the northwest,
northeast and southwest was signiﬁcantly greater than in the southeast (p . . ). Annual data
showed that standing crop in was the lowest ( . . g/m ), while in it was the highest
( . . g/m ) ; standing crop levels were signiﬁcantly higher in and than in other
years (p . . ).
Palatability of Pocacae plant was the best, and we observed species of
and which
had a score of . For Asteraceae, the plant had a score of for all livestock. The
palatability score of the Caragana plant to livestock was for camels, goats and sheep, and for cattle
and horses. It was thus suggested that this legume shrub plant comprises a very important grassland
resource in the southwest region, because of its high palatability as livestock feed.
Although the distances of nomadic movement of livestock vary annually and are inﬂuenced by
grassland resource conditions in each region, movement distance for horses was . m/min. at night.
Horses repeatedly moved across the same area for grazing in regions with diverse grassland resources.
Distances for grazing of goats were . m/min. in the daytime, which was a longer distance than for
horses.
: Mongolian meadow, Abandoned cultivated land, Vegetation preservation, Palatability,
Movement distance of livestock
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